
実　　施　　時　　期 毎月19日

取　　組　　内　　容

取 組 の 名 称 「毎月19日はいただきますの日」及び群馬県オリジナル食育教材の普及啓発

   群馬県では毎月19日に、県職員約4,000名を対象に以下のメッセージをお知らせし、
普及啓発を図っています。なお、12月から1月にかけては、本県オリジナル食育教材の
紹介と共にのぼり旗を掲示し、県民向けにも啓発を行いました。

本日１９日は、「いただきますの日」です（食育：しょくいく（１９））。
家族や友人、地域の人と語らいながら、食事を囲む「共食」の場は、
身体もこころも豊かにしてくれます。
「いただきますの日」は、地域に暮らすいろいろな人と、いろいろな場所で、
「共食」の大切さについて、語り合う日です。

【様式３】　　　　　　　　食育の日の取組
　　　　　　　　（毎月19日：４月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

群馬県

取 組 市 町 村 名 群馬県



実　　施　　時　　期 9月～10月

取　　組　　内　　容    前橋市と高崎市は連携し、歯と口の健康の大切さを考えてもらうため、小中学生によ
く噛んで食べるよう工夫したレシピを応募し、その一次審査及び二次審査を食育の日に
行いました。
【実施日】平成29年9月19日(一次審査)、10月19日（二次審査）

【内容】
（一次審査）
前橋・高崎両市の「噛むカムレシピ」の書類審査
※審査員は歯科衛生士、栄養士等
（二次審査）
一次審査選考作品の試作・試食審査を行い、
入賞作品を決定する。
※審査員は歯科医師、食生活改善推進員、
教育委員会関係者（学校給食関係者）等

【応募対象】小中学生

【応募数】応募作品　１,４２８点
前橋市　６６４点
(小学生の部　９２点   中学生の部 ５７２点)
高崎市　７６４点
(小学生の部　１０４点 中学生の部 ６６０点)

【試作・試食数】２８作品

【入賞作品数】２０作品
（小学生の部１０作品、中学生の部１０作品）

【参考】
（表彰式）日時：平成３０年１月１３日（土）
会場：高崎市総合保健センター
（レシピ集の発行と周知）
入賞２０作品を掲載したレシピ集を発行し、噛むことや歯と口の健康づくりの大切さを周
知する。

【様式３】　　　　　　　　食育の日の取組
　　　　　　　　（毎月19日：４月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

群馬県

取 組 市 町 村 名 前橋市・高崎市

取 組 の 名 称 前橋・高崎連携事業　噛むカムレシピコンテスト審査



実　　施　　時　　期

取　　組　　内　　容

食育の日

取 組 の 名 称 渋川市内小中学校における食育の日の取組

　　渋川市内の小中学校では、食育の日に学校ごと様々な取組を行っており、主に以下
のような食育の日の啓発運動を行っています。

（１）食育の日の普及啓発活動
○給食時間中に放送で毎月19日は、食育の日「いただきますの日」であることを知らせ
ています。
○なお、6月につきましては、6月の給食だよりを活用して保護者に対する啓発も行って
います。

（２）共同調理場と連携した「食育の日」の啓発活動
「学校給食ぐんまの日」にちなみ、群馬県の郷土料理である『おっきりこみ』について知
り、感心をもつようにしました。

○「おっきりこみ」について共同調理場の作成した資料を、給食の放送で全校生徒に伝
えました。
○「おっきりこみ」について、共同調理場からの資料を使って、各クラスで担任より話をし
ました。
○「おっきりこみ」アンケートの実施を、共同調理場の作成したアンケート用紙により実
施しました。

（３）給食だよりを活用した食育の日の啓発
○調理場から配布される「給食だより」を活用し、「食育の日」について全児童・職員・家
庭に呼びかけました。
○「給食だより」の裏面に掲載された食中毒の予防や大切な手洗いのポイントについて
給食時間に放送し、給食前にしっかりと手洗いをすることを全体で確認し合いました。ま
た、給食着、マスク着用の徹底など食中毒の予防に努めました。

【様式３】　　　　　　　　食育の日の取組
　　　　　　　　（毎月19日：４月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

群馬県

取 組 市 町 村 名 渋川市
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